
１．県外避難者の状況

避難者数 県外避難者数　６２，０８４人（６／７現在）
（県内避難者は約１０万人）

避難先 全国４６都道府県

※避難者が多い順 ※中部地区
１　山形 １２，３９１人 新潟 ６，４４０人
２　東京 ７，８０３人 富山 ２６２人
３　新潟 ６，４４０人 石川 ３７２人
４　埼玉 ４，２５１人 福井 ３３０人
５ 茨城 ３ ８１４人 山梨 ７４２人

県 外 避 難 者 へ の 支 援 に つ い て 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ２ ８ 日
福 島 県 避 難 者 支 援 課

５　茨城 ３，８１４人 山梨 ７４２人
長野 １，００２人
岐阜 ２８５人
静岡 ８８４人
愛知 ８１１人

課題等 ・自主避難者（母子避難者等）の増加
・避難の長期化による精神的ストレスの増加
・地元からの情報提供が不足
・避難者同士の交流の場が不足
　　 など

平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ２ ８ 日
福 島 県 避 難 者 支 援 課



２．今後の取組について（案）

きめ細かな情報提供

帰還のためのステップ（イメージ）

（本県への帰還）

（把握したニーズ等に対して、きめ細かに対応する仕組の構築）

（情報提供を通じ、受入自治体等と連携した避難者の実態やニーズの把握）第１段階

第２段階

第３段階
第１段階

ホップ

第２段階

ステップ

第３段階

ジャンプ

（現状） （目標）

避難者 避難者

きめ細かな情報提供

【帰還に向けた第１段階】

○ 第１段階 （ 目 標 ） 情報提供を通じ、受入自治体等と連携した避難者の実態やニーズの把握

［現在取組中］ （ 課 題 ） 情報が届かない、避難者の実態が不明

（ 取 組 ） （１）「情報発信」・・・・・・・避難元市町村、受入自治体及び避難者支援団体等と連携して、県から動きのある情報を提供

【想定】 ・ふるさとふくしま帰還支援事業（情報発信事業）として、地元新聞の提供、広報誌等のダイレクトメール送付、地域情報紙の発行

・県外避難者支援ブログ、ホームページ

（２）「実態把握」・・・・・・・避難者、避難元市町村及び受入自治体等から避難の実態やニーズを把握

・駐在員を派遣し、避難者受入自治体等との連絡調整や避難者からの相談対応　　・避難者との意見交換会　

・各種照会（避難者数、避難形態など）

受入自治体
支援団体

受入自治体
支援団体

県、被災市町村 県、被災市町村

フォローアップ

を実施


